
耳は音 をどのよ うに脳 につたえるか

2016年 3月 2日 黒川理科研究会  永澤義人

1 音は振動   ものが振動す ると音が出る。        |

| ひ もをぴん と張つてひもをは じく。  板 を国い棒でたた く。 |
1 人が声 を出す          ピヤ ノを弾 く      :

1 大鼓 をたた く          もの とお ものをこす ると |

耳は音を とらえる大切 な道具である。

1,耳 は頭 の どこについてい るかな

先生  耳は頭の どこについていますか。

生徒  頭の両脇 に右 と左 についています。 頭 にふたつついています。

頭 のわきの真ん中のに右 と左 についています。

先生  耳に触 つてみて下 さい。左の手で 右 の耳を

右 の手で 左の耳を

生徒  耳たぶがある。耳たぶの反対の耳の穴のわきに固いのが出てい る。

先生  耳たぶの後 ろに手のひ らを丸めておいてみま しょう。

音は どう聞 こえるかな。 耳を大きくす ると。

生徒 手のひ らを耳のわきにお くと小 さい音 も大 き く聞 こえる。

先生  顔の側 面に張 り出 してい るその耳たぶのことを耳介 といいます、

耳たぶ を横 にひつぱつて大 きくす ると聞 こえは どうなるかな

生徒 音が大 きく聞 こえる。

2,外 耳

1)みみたぶ

先生 私たちが普通 「耳」 とい つてい るのはこの外か ら見 える耳たぶだけの こ

とです。耳の穴の入 リロも見えます。 耳の穴のわきに柔 らかい骨 もあ りま

す。 こみみ とい うので しょ うか。

耳たぶが頭 の骨の外 にでています。耳は貝が らの よ うにひろがつた耳たぶ

な どによつて外界の音 を耳の大の中に入れ ることが出来 るのです。そのた

めに耳たぶは頭のわきに とびだ してい るのです。耳たぶの仕事は ?

生徒  音が良 く聞こえるよ うに頭ののわきに飛びだ してい るんだ。

先生 音は空気が振動 して耳の穴には入 つて くるのです。

両方 の耳を指でぎっ しりふ さいでみな さい。今先生が話す言葉が よく

聞 こえるか聞いて くだ さい。
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生徒 余 りよく聞こえない。  小 さい声できこえる。

先生 耳にふたをしたので先生の話の振動 した空気がみんなの耳の中に入 ら

なかつたか らよく聞こえなかったのだね。

機を耳穴か らとった らどうかな。

生徒  良く聞こえる。

先生 今度は先生が したよ うに手を広げておわんのよ うに丸めて耳たがの後

ろにあてがつみましょう。 よく聞こえるかな。

生徒 よく聞こえる。  はつきり聞こえる。

先生 手をおわんのよ うに して耳たぶにお くと先生の声が大きくきこえる

生徒  先生の声が耳の中にいつぱい入つてくるか ら。

先生の声が強 く私の耳にはいつてくるか ら、

先生 先生の声はみんなの耳のどこにはいつていくのかな。

生徒  耳の穴  この大

2)外耳道

先生 みんな鼓膜 (こ まく)つ て しつているも鼓膜はこの耳の大の 3 ollく ら

い奥にあるの。

この耳の入 り日か ら鼓膜 までのこの トンネル を病院の言葉で外耳道

(が い じどう)と  いいます。 耳の外の道です。音の通る道です。

みんなおかあさんに耳かすをとつてもらつたことある。

生徒  ある みみかすいつぱい とれた。 きもちよかつた、

かゆいところきもちよかつた。  いたかった。

先生 外耳道は皮膚の続きなのです。だから耳垢 (あ か)がでるのです。

ラジオで聞いたんだけれ ども「みみかきをしていて、耳の大 (外 耳道 に

怪我 をした人や鼓膜が破れたれた人がいつぱいいるんだそ うです」

気をつけましょう。耳かきをしてもらうときには首を動かさないで静

かにしていましょう。

外気道の皮膚はやわ らかいのでやぶれやすいのです。怪我 をします。

鼓膜は直径 9か ら8ミ リ、厚 さ0:1ミ リくらいの うすい膜なのです。

外気道は 3mく らいなので耳かきを深 く差 し込んだ り、平手打ちで耳

をたたいた りす ると鼓膜がやぶれて しまいます。 きこえな くな ります。

3.中 耳は  空気が入つている。

外気道の突き当た りの鼓膜 と、耳小骨がはいる空間である鼓室、そ して咽

頭 (の ど)に続 く管の耳管があ ります。耳 とlleは つながっていて空気がいき

きしているのです。

中耳炎  中耳に発生す る炎症。感冒による鼻や咽頭な どの疾患か ら中耳

に発生することが多い。最近が字かか ら入つて行 くことが多い。

高熱や激痛がおこることがある。

Ⅲ2‐



1)鼓膜

外耳 と内耳の さかいにあるす ごく うすいま く。音 をつかまえる。

外気道 を通 つてきた音の振動 してい る空気 が この鼓膜 にぶつかつて鼓膜 を振

動 させ るのです。鼓膜は うすい と振動 しやすいです。

鼓膜が破れ ると音が聞 こえなくなるのです。

水の中で生活す るオ タマジャクシには鼓膜がないのです。空気 中で生活す る

大人の蛙 になると鼓膜ができるのです。

2)鼓 室

中耳は鼓室 に入 つてい るみ つつの骨 、耳小骨 (じ しよ うこつ)に よつて鼓膜

の振動 を内耳に伝 えます。耳小骨が うまく働 くためには鼓室に一定の空気がは

いっていなければな りません。

3)耳 管

鼓室の空気の圧力 を外界 と同 じよ うにに しなければな りません。耳管がその

役割 りをす るのです。耳管はの出 回は咽頭 の上部にあつて咽頭が飲み込む働 き

出目が開いて鼓室の気圧 が調整 されます。

4)耳 小骨

中耳には 3つ の小 さい骨、耳小骨があ ります。鼓膜 に伝 わつた音の空気 の振

動を内耳の リンパ液 に伝 えるのです。

空気 の振動 を液体の リンパ液 に伝 えるのです。音の空気 の振動 を音の液体の

振動 に伝 えなけれ ばな らないのです。鼓膜 の振動 をツキ骨か らキヌタ骨 さらに

アブ ミ骨 に伝わ ります。 アブ ミ骨 の末端はアブ ミ骨底 といい内耳の開 口部であ

る前庭窓 (ぜ んていそ う)に 蓋 をす るよ うにはまつていて内耳に鼓膜の振動 を

伝 えるのです。

鼓膜の信号 をツキ骨、キヌ タ骨、アブ ミ骨 と通 つてい くうちに鼓膜の振動 は

内耳に伝わ るときには 17倍 に強まってい るのです。 耳小骨によつて強 くな つ

た振動が内耳の蝸牛に伝 えてい るのです。 耳小骨は鼓膜 にあたつた音 を 17倍

に増幅 して内耳に送 つてい るのです。

4.内 耳

音 を感 知す る仕組 み

1)蝸 牛

音 を感知す るのは耳の奥にあるカタツム リの様な格好 を した端牛なのです。

蝸牛は リンパ液 で満た されています。いきものは昔は水 の中で生活 していたの

で、人間にはその仕組みが蝸牛のなかに残 つているのです、

2)基 定膜  音の高い低いをよ りわける

内耳の リンパに伝 えられた音の波は蝸牛の中の基底膜 をゆらします。高い音

と低い音ではゆれ る場所がちが うのです。
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耳が音を聞いて最初のよりわけがここでおこなわれます。

イ 高い音は入 リロ近 くの基底膜がゆれる

口 先のほ うに近い基底膜がゆれる.

3)コ ルキ器  マイクロフオンの働きをする。

基底膜がふるえると有毛細胞が振動 しておおい膜にふれて電気の信号

がでる。 この不思議なしかけは蝸牛の育毛細胞の中にあ ります。

4)神 経  大脳 に音の電気信号を送る

おおい膜にふれてでた電気信号を大脳にお くる。

音の信号はほかの感覚器 よりも 2回 もおお く 5回 も多 く神経が中継 され

ています。 この中継所で必要のない信号はけされています・   、

光を感 じる視神経は 1億個 もならんでいるのに聴覚の神経は 3万 か ら3

万 5千 しかあ りません。音は短い時間によつて変化す るので神経の数はす

くなくても充分 なのです。

音の信号は内耳か ら脳にいくまでにはかの感覚器 よりも 2回 も多 く 5回

も神経が中継 されています。話 しを聞 くときには周 りの音がきにな らない

のは中継車で不必要は情報は消去 されて しま うか らです。耳に入つたのか

ら必要な情報だけが脳に伝わる仕組みになつています。

体の位置を知る

1)三半規管  体の動きを知るしくみ

3つのアーチ型をした管でできています。それぞれ上下、左右、前後 に

伸び中に リンパがつまつています。 リンパは体の うごきにつれて うごくので

管のねもとのふ くらんだところでこの動きを感 じ体の動きをしるのです。

2)前庭規管

三半規管の下にあ ります。卵形の うには水平に。体憩の うには垂直につ

いています。 この上に小 さな石ががた くさんのつていて頭に位置が変わる

と石が動きます。前庭規管は頭の位置の様子を脳に伝わるしくみです。
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